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第
だい

３期
き

大
やま

和
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

会
かい

議
ぎ

 第
だい

７回
かい

会
かい

議
ぎ

録
ろ く

（要
よう

約
や く

）  

 

日
にち

時
じ

： 2013年
ねん

10月
がつ

6 日
むい か

（日
にち

）13：30～14：50 

場
ば

所
し ょ

： 在
ざい

日
にち

ラオス文
ぶん

化
か

センター（愛
あい

川
かわ

町
まち

） 

出
しゅっ

席
せき

: 委
い

員
いん

（新
あら

井
い

政
まさ

則
のり

、石
いし

間
ま

フロルデリサ、伊
い

藤
とう

裕
ひろ

子
こ

、伊
い

藤
とう

素
もと

美
み

、菊
きく

池
ち

健
けん

一
いち

、小
こ

林
ばやし

ホルヘ、山
やま

田
だ

靜
ちょん

娥
あ

）／ファシリテーター 清
し

水
みず

睦
むつ

美
み

／大
やま

和
と

市
し

国
こ く

際
さい

・男
だん

女
じ ょ

共
きょう

同
ど う

参
さん

画
か く

課
か

 船
ふな

越
こし

英
えい

一
いち

／公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

大
やま

和
と

市
し

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

（田
た

中
なか

弘
ひろ

子
こ

、小
こ

西
にし

永
え

里
り

子
こ

、石
いし

川
かわ

和
かず

友
とも

） 以
い

上
じょう

12名
めい

 

欠
けっ

席
せき

： 委
い

員
いん

（稲
いな

福
ふく

スーザン、岡
おか

崎
ざき

チャ―メイン、紺
こん

野
の

勝
まさる

、ファン チィ フォン、宮
みや

嶋
じま

耕
こう

治
じ

）（敬
けい

称
しょう

略
りゃく

） 

 

1 これまで話
はな

し合
あ

ってきた災
さい

害
がい

時
じ

の外
がい

国
こ く

人
じん

支
し

援
えん

 

 山
やま

田
だ

委
い

員
いん

からこれまで話
はな

し合
あ

ってきた災
さい

害
がい

時
じ

の外
がい

国
こ く

人
じん

支
し

援
えん

についてまとめてもらった。 

 

2 在
ざい

日
にち

ラオス協
きょう

会
かい

との意
い

見
けん

交
こ う

換
かん

及
およ

び質
しつ

疑
ぎ

応
おう

答
と う

 

 災
さい

害
がい

に関
かん

する現
げん

状
じょう

について NPO法
ほう

人
じん

在
ざい

日
に

本
ほん

ラオス協
きょう

会
かい

のメンバーにうかがった。 

①災
さい

害
がい

時
じ

のこと 

◎団
だん

体
たい

／教
きょう

室
しつ

／グループで考
かんが

えていることはありますか？ 

○①、各
かく

地
ち

域
いき

（愛
あい

川
かわ

町
まち

、相
さ

模
がみ

原
はら

市
し

、厚
あつ

木
ぎ

市
し

、海
え

老
び

名
な

市
し

、座
ざ

間
ま

市
し

、大
やま

和
と

市
し

、藤
ふじ

沢
さわ

市
し

、平
ひら

塚
つか

市
し

、秦
はだ

野
の

市
し

、静
しず

岡
おか

県
けん

三
み

島
しま

市
し

、沼
ぬま

津
ず

市
し

、埼
さい

玉
たま

県
けん

川
かわ

越
ごえ

市
し

など）で手
て

紙
がみ

、電
でん

話
わ

、

facebook を使
つか

って連
れん

絡
ら く

を取
と

り合
あ

う。横
よこ

浜
はま

は入
はい

っていないが、普
ふ

段
だん

から近
ちか

くの人
ひと

同
ど う

士
し

で

情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えあうようにしている。 

○②、外
がい

国
こ く

人
じん

登
と う

録
ろ く

証
しょう

のコピー、パスポートのコピー、通
つう

帳
ちょう

、ハンコをしまっておくようにす

る。もし、パスポートがなくなってしまったら、在
ざい

日
に

本
ほん

ラオス大
たい

使
し

館
かん

も対
たい

応
おう

できない。 

○③、各
かく

家
か

庭
てい

で飲
の

み物
もの

、食
た

べ物
もの

を準
じゅん

備
び

しておくこと。例
たと

えば、水
みず

、ラーメン、薬
くすり

、懐
かい

中
ちゅう

電
でん

灯
と う

、ラジオなど、特
と く

に赤
あか

ちゃんがいる家
か

庭
てい

ではミルクを余
よ

分
ぶん

に準
じゅん

備
び

しておくように伝
つた

え

ている。 

○ただし、実
じっ

際
さい

に準
じゅん

備
び

してくれているかどうか、そこまではわからない。個
こ

人
じん

的
てき

には、玄
げん

関
かん

にあらかじめリュックサックを準
じゅん

備
び

している。 

 

◎ラオス人
じん

が自
じ

治
ち

会
かい

など地
ち

域
いき

の人
ひと

たちと災
さい

害
がい

時
じ

に行
こ う

動
ど う

することは考
かんが

えられますか？ 

○例
たと

えば、平
ひら

塚
つか

や秦
はだ

野
の

の団
だん

地
ち

では、自
じ

治
ち

会
かい

の代
だい

表
ひょう

が交
こ う

代
たい

するとき、ラオス人
じん

も必
かなら

ず交
こ う
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代
たい

して自
じ

治
ち

会
かい

の代
だい

表
ひょう

に連
れん

絡
ら く

を入
い

れるようにしている。地
ち

域
いき

の決
き

まりごとなので、ラオス

人
じん

は全
ぜん

員
いん

、自
じ

治
ち

会
かい

に入
はい

っている。 

 

②連
れん

絡
ら く

をとりあうこと 

◎普
ふ

段
だん

、どのように連
れん

絡
ら く

をとりあっていますか？ 

○イベントがあるときは、各
かく

地
ち

域
いき

の代
だい

表
ひょう

者
しゃ

にちらしを郵
ゆう

送
そう

している。例
たと

えば、平
ひら

塚
つか

に 30世
せ

帯
たい

あったら、30枚
まい

のちらしを同
どう

封
ふう

して、配
はい

布
ふ

してもらう。最
さい

近
きん

は facebook を通
つう

じてイベ

ントのお知
し

らせをしている。 

○今
いま

では、facebook を使
つか

って毎
まい

日
にち

のように連
れん

絡
ら く

を取
と

り合
あ

っている。facebook は情
じょう

報
ほう

の

やり取
と

りに便
べん

利
り

で写
しゃ

真
しん

をのせられるのでわかりやすい。情
じょう

報
ほう

はラオス語
ご

（もしくはタイ

語
ご

）、日
に

本
ほん

語
ご

（もしくは日
に

本
ほん

語
ご

のアルファベット表
ひょう

記
き

）の併
へい

記
き

でお知
し

らせしている。中
なか

に

はローマ字
じ

（アルファベット表
ひょう

記
き

）の日
に

本
ほん

語
ご

でコメントする人
ひと

もいる。比
ひ

較
かく

的
てき

短
みじか

い文
ぶん

章
しょう

でやり取
と

りしている。 

○親
おや

の世
せ

代
だい

（50～60歳
さい

代
だい

）はラオス語
ご

、子
こ

どもの世
せ

代
だい

（20～30歳
さい

代
だい

）は日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

っ

ている。携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

のほか、パソコンを利
り

用
よう

している。 

○また、誰
だれ

かが亡
な

くなったときなど各
かく

地
ち

域
いき

の代
だい

表
ひょう

から連
れん

絡
ら く

が来
く

るときもある。 

 

◎スカイプやラインなど、インターネットを使
つか

った無
む

料
りょう

通
つう

話
わ

サービスを利
り

用
よう

しています

か？ 

○利
り

用
よう

している人
ひと

は少
すく

ない。日
に

本
ほん

語
ご

が多
た

少
しょう

できる人
ひと

なら利
り

用
よう

している場
ば

合
あい

が多
おお

い。また、

子
こ

どもがいる家
か

庭
てい

だと、利
り

用
よう

しているケースが多
おお

い。 

○とはいえ、facebook に関
かん

してはどの年
ねん

代
だい

も利
り

用
よう

している。子
こ

どもたちはお互
たが

いに日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って連
れん

絡
ら く

を取
と

り合
あ

っている。ラオス語
ご

は読
よ

めない。 

 

◎最
さい

近
きん

、ラオスから来
らい

日
にち

している人
ひと

はいますか？そのような人
ひと

が日
に

本
ほん

に来
き

て困
こま

っている

ことはどのようなことでしょうか？ 

○妻
つま

や子
こ

どもの呼
よ

び寄
よ

せで来
らい

日
にち

する場
ば

合
あい

が多
おお

く、特
と く

に来
らい

日
にち

して 5年
ねん

以
い

下
か

だと日
に

本
ほん

語
ご

にも

不
ふ

自
じ

由
ゆう

しているため、困
こま

りごとに対
たい

処
し ょ

することもある。例
たと

えば、子
こ

どもの学
がっ

校
こ う

関
かん

係
けい

、病
びょう

院
いん

、会
かい

社
しゃ

の面
めん

接
せつ

での付
つ

き添
そ

いなど。また、来
らい

日
にち

後
ご

に妊
にん

娠
しん

した場
ば

合
あい

、出
しゅっ

産
さん

まで病
びょう

院
いん

に

付
つ

き添
そ

うこともある。そのほか、在
ざい

留
りゅう

資
し

格
か く

の更
こ う

新
しん

、納
のう

税
ぜい

証
しょう

明
めい

書
し ょ

の発
はっ

行
こ う

など。対
たい

応
おう

策
さ く

と

して大
だい

事
じ

なことを日
に

本
ほん

語
ご

とラオス語
ご

で明
めい

記
き

したメモをサイフに入
い

れておくように伝
つた

えて

いる。 
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◎災
さい

害
がい

の時
とき

の連
れん

絡
ら く

手
しゅ

段
だん

をあらかじめ決
き

めていますか？ 

○最
さい

近
きん

、このラオス文
ぶん

化
か

センターに車
くるま

がぶつかる事
じ

故
こ

があり、すぐに携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

で連
れん

絡
ら く

を

取
と

り合
あ

った。災
さい

害
がい

の時
とき

も同
おな

じで、緊
きん

急
きゅう

のときは各
かく

地
ち

域
いき

の代
だい

表
ひょう

と携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を使
つか

って連
れん

絡
ら く

を取
と

り合
あ

うことになる。その連
れん

絡
ら く

網
も う

はすでに決
き

まっている。 

 

③避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

について 

◎災
さい

害
がい

の時
とき

の避
ひ

難
なん

所
じ ょ

を知
し

っていますか？ 

○「知
し

っている」人
ひと

が 3名
めい

、「知
し

らない」人
ひと

が 4名
めい

。「知
し

らない」と回
かい

答
と う

した人
ひと

のうち、1名
めい

は

「近
ちか

くの日
に

本
ほん

人
じん

と一
いっ

緒
し ょ

に行
こ う

動
ど う

する」ことを考
かんが

えている。 

 

◎災
さい

害
がい

の時
とき

に困
こま

った事
こと

を相
そう

談
だん

する時
とき

、誰
だれ

を思
おも

い浮
う

かべますか？ 

○今
いま

のところ、特
と く

に思
おも

い浮
う

かばない。できるだけ自
じ

分
ぶん

たちで解
かい

決
けつ

しようと考
かんが

える。また、

私
わたし

たちは苦
く る

しい生
せい

活
かつ

なら慣
な

れているため、山
やま

と川
かわ

があるこの土
と

地
ち

でなら、災
さい

害
がい

の時
とき

で

も何
なん

とか生
せい

活
かつ

できると思
おも

う。実
じっ

際
さい

、災
さい

害
がい

の時
とき

にこの文
ぶん

化
か

センターが無
ぶ

事
じ

ならたくさんの

ラオス人
じん

が集
あつ

まってくるのではないか。いずれにしても、30年
ねん

以
い

上
じょう

日
に

本
ほん

に住
す

んでいる

が、災
さい

害
がい

にあった経
けい

験
けん

がないので想
そう

像
ぞう

がつかない。 

 

◎外
がい

国
こ く

人
じん

専
せん

用
よう

の避
ひ

難
なん

所
じ ょ

があれば、利
り

用
よう

しますか？ 

○「利
り

用
よう

しない」人
ひと

が 4名
めい

。理
り

由
ゆう

は「長
なが

く日
に

本
ほん

に暮
く

らしており、日
に

本
ほん

のルールを理
り

解
かい

してい

る気
き

持
も

ちもあるので、何
なに

かあっても一
いっ

緒
し ょ

にいた方
ほう

がいいのでは」「日
に

本
ほん

人
じん

と一
いっ

緒
し ょ

に行
こ う

動
ど う

した方
ほう

がよい」など。 

○「利
り

用
よう

する」人
ひと

が 1名
めい

。理
り

由
ゆう

は「日
に

本
ほん

語
ご

が上
じょう

手
ず

な人
ひと

なら日
に

本
ほん

人
じん

と一
いっ

緒
し ょ

でもいいが、ヘタ

な人
ひと

は苦
く る

しいような気
き

持
も

ちがある。ラオスの人
ひと

ならラオスの人
ひと

でまとまってもいいかと

思
おも

う」。 

○日
に

本
ほん

語
ご

のレベルについては、定
てい

住
じゅう

難
なん

民
みん

であれば 30年
ねん

以
い

上
じょう

日
に

本
ほん

に住
す

んでいるので、で

きる人
ひと

が多
おお

い。ただし、呼
よ

び寄
よ

せで来
らい

日
にち

している場
ば

合
あい

、できない人
ひと

が多
おお

い。 

 

◎災
さい

害
がい

ボランティア登
と う

録
ろ く

があったら、ボランティア登
と う

録
ろ く

はできますか？ 

○「登
と う

録
ろ く

できる」人
ひと

が多
た

数
すう

。ただし、日
に

本
ほん

語
ご

に自
じ

信
しん

がない人
ひと

の場
ば

合
あい

、難
むずか

しい言
こと

葉
ば

がわか

らないので、どれだけできるか分
わ

からない。荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶなど、単
たん

純
じゅん

な作
さ

業
ぎょう

であればで

きる。 
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④そのほか 

◎災害
さいがい

が起
お

きたときに、行政
ぎょうせい

から出
だ

される情
じょう

報
ほう

はどのような方
ほう

法
ほう

で提
てい

供
きょう

してほしいです

か？ 

○電
でん

話
わ

やインターネットが通
つう

じないと困
こま

るし、災
さい

害
がい

が起
お

きたらこちらは待
ま

っている他
ほか

ない。

災
さい

害
がい

ではなく日
にち

常
じょう

の情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

であれば、ペーパー（紙
かみ

）がいい。ペーパーが一
いち

番
ばん

いい

のは確
たし

かだが、あわせて facebook などでも情
じょう

報
ほう

があるといいと思
おも

う。 

 

◎災
さい

害
がい

時
じ

に、この場
ば

所
し ょ

は、どのように使
つか

うことになりますか？ 

○埼
さい

玉
たま

から静
しず

岡
おか

までの範
はん

囲
い

に住
す

んでいるラオス人
じん

のための情
じょう

報
ほう

センターにしようと考
かんが

え

ている。これまでも、仕
し

事
ごと

や家
いえ

がないラオス人
じん

をこの文
ぶん

化
か

センターに受
う

け入
い

れてきた。 

 

◎災
さい

害
がい

多
た

言
げん

語
ご

支
し

援
えん

センターには、どのようなことをしてほしいですか？ 

○ラオス語
ご

での通
つう

訳
や く

や翻
ほん

訳
や く

、お知
し

らせの翻
ほん

訳
やく

を配
はい

布
ふ

してくれたらいいと思
おも

う。病
びょう

院
いん

での

通
つう

訳
や く

もあったらいい。 

 

◎現
げん

在
ざい

、団
だん

体
たい

が抱
かか

えている一
いち

番
ばん

の問
もん

題
だい

は何
なん

ですか？そうした問
もん

題
だい

のうち、防
ぼう

災
さい

はランキ

ングで言
い

うと、どのくらいの位
い

置
ち

ですか？ 

○まず、①NPO として１０年
ねん

ほど活
かつ

動
ど う

しているが、ラオスからお坊
ぼう

さんを呼
よ

ぶための飛
ひ

行
こ う

機
き

代
だい

などの運
うん

営
えい

費
ひ

に一
いち

番
ばん

困
こま

っている。私
わたし

たちは難
なん

民
みん

として日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

に受
う

け入
い

れられ

たが、日
に

本
ほん

の習
しゅう

慣
かん

をすべて受
う

け入
い

れて生
せい

活
かつ

していくことはできない。正
しょう

月
がつ

や葬
そう

式
しき

など

ラオスの行
ぎょう

事
じ

を行
おこな

うにはどうしてもお坊
ぼう

さんが必
ひつ

要
よう

で、お坊
ぼう

さんは誰
だれ

もができるわけで

はないのでラオスから来
き

てもらうほかない。 

○しかし、このラオス文
ぶん

化
か

センターは宗
しゅう

教
きょう

法
ほう

人
じん

としては認
にん

可
か

されていないので、現
げん

状
じょう

で

はお坊
ぼう

さんのビザが短
たん

期
き

間
かん

（3カ
か

月
げつ

）しか認
みと

められない。そのため、１年
ねん

に４回
かい

お坊
ぼう

さん

を呼
よ

んでいる。今
いま

はみんなからの寄
き

付
ふ

に頼
たよ

っている状
じょう

態
たい

。解
かい

決
けつ

策
さ く

としては、お坊
ぼう

さん

の滞
たい

在
ざい

期
き

間
かん

の延
えん

長
ちょう

が挙
あ

げられるが、宗
しゅう

教
きょう

法
ほう

人
じん

でないと延
えん

長
ちょう

は認
みと

められないとのこ

と。 

○そのほかに、②イベントを行
おこな

うためのグラウンド（広
ひろ

場
ば

）がないこと。例
たと

えば、お坊
ぼう

さんを

先
せん

頭
と う

にみんなでお祈
いの

りして練
ね

り歩
ある

く行
ぎょう

事
じ

などがあるが、今
いま

はそのためのスペースが確
かく

保
ほ

できない。 

○あとは、③駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

の問
もん

題
だい

。正
しょう

月
がつ

（4月
がつ

）など本
ほん

当
と う

に多
おお

いときは 200台
だい

以
い

上
じょう

もここに集
あつ

ま
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る。イベントによっては、タイ人
じん

やカンボジア人
じん

も集
あつ

まる。（ラオス人
じん

はタイ人
じん

やカンボジ

ア人
じん

ともタイ語
ご

を使
つか

えば、お互
たが

いに話
はなし

が通
つう

じる。） 

○また、④長
ちょう

老
ろ う

がいないこと。一
いっ

般
ぱん

的
てき

には、ラオス行
ぎょう

事
じ

のやり方
かた

は長
ちょう

老
ろ う

のまねをして覚
おぼ

えるもので、長
ちょう

老
ろ う

がいなければ子
こ

どもたちがラオス文
ぶん

化
か

を覚
おぼ

える機
き

会
かい

がなくなってしま

う。こうした習
しゅう

慣
かん

は学
がっ

校
こ う

では教
おし

えないもので、また、子
こ

どもたちの中
なか

でも興
きょう

味
み

ある人
ひと

は

少
すく

ない。おそらく、家
か

庭
てい

で親
おや

が子
こ

どもに教
おし

えていないなどの影
えい

響
きょう

もあるだろう。 

 

◎この協
きょう

会
かい

には、神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

内
ない

に暮
く

らす 1,200人
にん

あまりのラオス人
じん

のうち、どのくらいの数
かず

のデータを持
も

っていますか？ 

○全
ぜん

体
たい

のおよそ半
はん

分
ぶん

くらいではないか。 

○現
げん

在
ざい

も厚
あつ

木
ぎ

市
し

で週
しゅう

に 1回
かい

、ベトナム、カンボジアを含
ふく

む難
なん

民
みん

の通
つう

訳
や く

相
そう

談
だん

を行
おこな

っている。

30年
ねん

経
た

ってもあいかわらず問
もん

題
だい

はなくならない。例
たと

えば、老
ろう

後
ご

の問
もん

題
だい

。日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じ

かもしれない。年
ねん

金
きん

を払
はら

っていなかった人
ひと

、子
こ

どもと別
べっ

居
きょ

した人
ひと

、職
しょく

場
ば

を解
かい

雇
こ

された人
ひと

など。 

○ほとんどのラオス人
じん

は親
おや

と同
どう

居
きょ

している場
ば

合
あい

が多
おお

い。子
こ

が親
おや

の面
めん

倒
ど う

をみる傾
けい

向
こ う

が強
つよ

い

かもしれない。 

（そのほか） 

○ラオスの人
ひと

のほとんどは両
りょう

親
しん

共
と も

稼
かせ

ぎ
ぎ

の場
ば

合
あい

が多
おお

い。つまり、災
さい

害
がい

が起
お

こる時
とき

には職
しょく

場
ば

にいる可
か

能
のう

性
せい

が非
ひ

常
じょう

に高
たか

い。自
じ

治
ち

会
かい

など地
ち

域
いき

の人
ひと

とはつながりがある場
ば

合
あい

が多
おお

く、自
じ

宅
た く

にいる時
とき

に被
ひ

災
さい

したら問
もん

題
だい

ないかもしれないが、職
しょく

場
ば

でのつながりはどうなっている

かは不
ふ

明
めい

で、職
しょく

場
ば

にいるときに被
ひ

災
さい

したらどうなるかは心
しん

配
ぱい

なところ。 

○3.11 の時
とき

は秦
はだ

野
の

におり、電
でん

車
しゃ

が止
と

まってしまって、どうやって海
え

老
び

名
な

にある自
じ

宅
た く

に戻
もど

ろうか考
かんが

えていた際
さい

、同
どう

胞
ほう

のラオス人
じん

に自
じ

宅
た く

まで送
お く

ってもらったことがある。こうした

関
かん

係
けい

はずっと終
お

わらないものだと思
おも

っている。 

 

◎災
さい

害
がい

があったとき、両
りょう

親
しん

は職
しょく

場
ば

、子
こ

どもは学
がっ

校
こ う

にいる場
ば

合
あい

、連
れん

絡
ら く

手
しゅ

段
だん

はどうします

か？ 

○学
がっ

校
こ う

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

はメールや電
でん

話
わ

で連
れん

絡
ら く

を取
と

り合
あ

うことができる。ただし、子
こ

どもが学
がっ

校
こ う

に

いない場
ば

合
あい

は連
れん

絡
ら く

を取
と

り合
あ

うことは難
むずか

しい。今
いま

まで経
けい

験
けん

がないことなので、災
さい

害
がい

が起
お

こったときにラオス人
じん

がどのような行
こ う

動
ど う

をとるのか本
ほん

当
と う

にわからない。 

 


